
 

船舶事故調査報告書 

平成２８年６月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 のり養殖施設損傷 

発生日時 平成２８年１月６日 １７時５０分ごろ 

発生場所 千葉県木更津市海ほたる（木更津人工島）南東方沖 

 東京湾アクアライン海ほたる灯から真方位１２０°２,６００ｍ付

近 

（概位 北緯３５°２７.１′ 東経１３９°５３.９′） 

事故の概要  プレジャーボートキューブアリューシャンマジックは、北東進中、

のり養殖施設に進入し、同施設が損傷した。 

事故調査の経過 平成２８年１月７日、調査を担当する主管調査官（横浜事務所）を指

名 

原因関係者から意見聴取実施済み 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート キューブアリューシャンマジック、５トン未満

（長さ７.４ｍ） 

 ２３２－３４５１６千葉、株式会社ＣＵＢＥリノベーション 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 なし 

のり養殖施設 のり網及び浮子綱に破断等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風速 約２m/s、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

日没時刻：１６時４２分 

 事故の経過  本船は、釣りをやめて千葉県船橋市所在のマリーナに帰ることと

し、海ほたるの南東方沖を約８ノットの対地速力で北東進中、船長が

船底に衝撃を感じて機関を中立にし、周囲を確認したところ、のり養

殖施設に進入していた。 

 のり養殖施設は、のり網等が破断していた。 

 船長は、ＧＰＳプロッターにのり養殖施設の位置を入力していた

が、燃料の残量に気をとられ、同養殖施設の標識灯に約２ｍ手前で気

付いた。 

 のり養殖施設は、８月２０日～翌年５月２０日までの間設置されて

いた。 

分析  本船は、海ほたる南東方沖を北東進中、船長が、燃料の残量に気を

とられ、前路の見張りを適切に行っていなかったことから、のり養殖

施設に向かって航行していることに気付かず、同施設に進入し、同施

設が損傷したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、海ほたる南東方沖を北東進中、船長が、



 

燃料の残量に気をとられ、前路の見張りを適切に行っていなかったた

め、のり養殖施設に向かって航行していることに気付かず、同施設に

進入し、同施設が損傷したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・ＧＰＳプロッター等を活用して常に船位を確認し、のり養殖施設

が設置されている海域に接近しないよう、注意して航行するこ

と。 
 


